































































































































年　　　次 出　　　　　典 銀　　　高 重量キロ
ca．1583－91
モ＝D1583－87
@1585
@1593
フ　　　ィ　　ッ　　チ
梶@ンスホーテン
泣Cス・フロイス
買@　リニャーノ
　600，000
P50～200，000
@500，000
@500，000
　15，336
R，834～5，112
@12，780
@12，780
算してある。またフィッチの記録の数値を重量への換算も，研究者により50万キロから149万
キロまで，まちまちである。グランはこれらの数値と，フィリピ7経由で中国に輸入された新大
陸の銀，インド洋または中央アジア経由で中国にもたらされた銀，の双方を考え合わせて，16
世紀後半に中国には46，600キロの銀が輸入されたが，その中備60％は日本産の銀だったと推計
している。そしてデータの欠陥，密貿易者により中国にもたらされた銀の史料がないことから，
この数字は最低の数値であるとしている。
　グランはまた，1604年からポルトガル貿易が終結する1639年までの日本貿易の推計表（表2）
を作成している。この中で最後の項目の銀輸出高（重量キロ）は，全輸出高の80％は銀である
と仮定して計算したものである。
　朱印船の渡航は，1635年に完全に止むので，この表で見ると朱印船は一時期には外国貿易の
中で大きな比重を占めていたことがわかる。それに反して中国船は，この時期には長崎・平戸だ
けではなく，薩摩など九州の各地に来航しているので，この表はほとんどその実態を把握してい
ないと思われる。一方，ポルトガル船の数値は，実像にかなり近いかと思われるが，ポルトガル
人が日本から持ち出している銀の大部分は，博多や長崎の富裕な商人たちが，「投銀」とよばれ
る高金利で貸付けた資金である。その利率は1航海につき35～48％で，船が遭難したり，海賊
に襲撃された場合は，返済の義務はなかった。1620年代には，博多出身の長崎代官末次平蔵を
筆頭として，長崎の商人も多数ポルトガル船に投資していた。オランダ船の比率が著しく少ない
のは，第一に1620年号ではオランダ商館の帳簿が不備で，史料が少ないこと，第二に1620年代
には，オランダ人は東シナ海ではまだ海賊の時代で，中国商品の安定した仕入港をもたなかった
こと，第三に台湾貿易をめぐる末次平蔵との紛争から，1627～33年の間は貿易が中断したこと
表2　日本貿易の推計表（1604～1639）
運 搬
? 輸　（貫 入　　額
@目）
輸入品銀高
@（重量キロ）
銀　輸　出
i重量キロ）
?
朱ポ　ル
?オ　　ラ
???????
　　船
拒D
@　船
_　船
298，000
Q16，900
P14，620
V6，332
LO53，750
W13，375
S29，825
Q86，245
843，000
U50，700
R43，860
Q28，996
合
?
705，852 2，583，195 2，066，556
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があげられる。オランダの貿易額が急上昇するのは，朱印船の渡航が止み，東シナ海の海賊の間
の覇権争いが一段落して，下野龍，鄭成功の父子が中国本土から台湾への生糸・絹織物の供給に
協力するようになった1630年代後半からである。
　日本の銀を厳しく選別し，銀の種類ごとに当時アジアでもっとも広く流通していたスペインの
レアル貨との交換率を定めていたのは，中国人である。1618年に平戸のオランダ商館は，唐船
を襲撃して奪った大量のソマ銀，ベルフ銀，丁銀などを香料諸島に送ったが，商館長はこれらの
銀が現地の中国人に気に入るかどうかと心配している。これまで，ジャワ島のバンテンでは，日
本のソマ銀はレアル貨の5％増し，ベルフ銀は3％増し，丁銀（日本国内の流通銀）はレアル貨
と同じとされていた。マカオ，マニラ，交趾シナの商人たちも，中国人に満足される銀を入手す
るために，大変苦労している，とオランダ人は書いている。これらの記述から，17世紀初期に
はアジア各地にさまざまな日本銀が出回り，中国人はこれを子細に選別し，種別ごとに換算する
相場が立っていたことがわかる。
　長崎には中国人の三官という銀半解がおり，丁銀を吹きかえて（精錬し直して）純度の高い灰
吹銀（ソマ銀，ベルフ銀など）としていた。1630年にオランダ人は長崎で三官の家に招待され
て，その豪華な生活に目を見張っているが，三官は武器を輸出していると密告され，それに連座
して日本人14人をふくめて，39人が死罪となった。
　幕府は丁銀を灰吹銀に精錬し直して輸出することを厳しく取り締まったので，1635年以後もっ
ぱら丁銀が輸出されるようになった。そこでオランダ商館は，経験豊かな人に丁銀の鑑定を依頼
した。鑑定人は偽物，粗悪品を選別し，また古いものと新しいものを区別して，それぞれ0とN
のイニシアルを記した箱に入れたが，古いものの方が純度が高いとされた。
　オランダの日本貿易額がもっとも多かったのは，ポルトガル船の来航禁止直後の1640年であ
る。しかしこの後，気候不順による凶作のため大飢饅となり，また奢修禁止令により大名や富裕
な商人たちの絹・絹織物の需要は抑制されたので，ポルトガル貿易断絶を予想して大量の輸入品
を買い込んでいた大商人が多数倒産した。この中には，平戸時代を通じてオランダ商館と多額の
取引をしていた商人も何人かいた。
　1668年に，幕府は銀輸出禁止令をだした。いわゆる鎖国後にも，オランダと中国を合わせた
貿易の総額は，それ以前とあまり変わらなかったからである・オランダは日本から輸出する小判
をインドのベンガルやコロマンデルに送り，かなりの利益をあげることが出来たので，この輸出
禁止令を受け入れた。しかし，中国人はこれに抗議したので，僅か一年で中国船にふたたび銀の
輸出が許可されることになった。
　この後日本から流出する金銀を減らすため，貿易制度が度々改正されるが，中国船にたいして
はあまり効果がなかったように見える。1661年，鄭成功は台湾のオランダ要塞を攻撃してオラ
ンダ人を降伏させ，台湾から追放するが，1683年には清が台湾を領有することになる。海禁令
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を一層徹底した遷海令が撤廃されるとともに，長崎に来航する中国船は急増し，17世紀末には，
中国貿易はオランダ貿易の2倍に達することになる。
　このように見てくると，東アジアの国際経済を支配していたのは，中国人のネットワークで，
ここに進出した日本人はもとより，ヨーロッパ人もこれには全く競争できなかったことは明らか
である。ただ中国人の日本貿易については，16，17世紀にはその数量を記した史料はほとんど
なく，18世紀以降もなお断片的な記録があるにすぎない。しかもこれらは長崎会所に届けられ
た公式な数量を通詞に頼んで教えてもらったにすぎず，水面下にどれだけの私貿易があったのか，
見当もっかない。オランダ史料から中国貿易を眺めると，常に隔靴掻痒の思いをするのである。
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